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キーポイント 
 

• ブラジルではアマゾン熱帯雨林が国土の半分を占めて

おり、気候変動との闘いおよび生物多様性の保全の中

で世界の中心的存在となっている 

• 森林破壊はボルソナロ前大統領の下で記録的な水準に

達したが、ルラ大統領の実績は、ブラジルの環境政策

の転換点になりえることを示唆している 

• ルラ大統領は、2030年までに森林破壊ネットゼロおよ

び、発電における排出量ネットゼロ到達を公約してい

る 

• しかし法規制の変更は、根深い政治的ニ極化によりさ

らに困難になりそう 

• 牛の放牧と大豆の生産が森林破壊の背後にある第一要

因だが、これらはブラジル経済の主な牽引力でもある 

• 長期的には、ブラジル経済のコモディティおよび資源

部門における持続可能性の向上が、ブラジルに対する

国際的な投資の水準を引き上げる可能性がある 

 

 

 
 
 

 

700万km2 に広がるアマゾン熱帯雨林は世界最大の森林地

であり、ブラジル国土の約半分を占めます。国連環境計

画（UNEP）によると、同国は世界で最も生物多様性に富

んだ国です。世界の生物多様性全体の15～20％が同国に

棲息すると推定されています。さらにブラジルは他をは

るかにしのぐ、世界最大の地表淡水保有国であり、これ

により水力発電をまかなっています。1980年代に民主主

義が復活して以後、政府は国の広大な天然資源を保護す

る措置を取ってきました。特に象徴的だったのが、2000

年の国家自然保護区の導入です。これらのいわゆる「保

護地区」はブラジル国土の約15％に及びます。 

 

法規制面での努力にもかかわらず、2000年以降アマゾン

の8％（スペイン国土よりも大きな地域）が破壊されてき

ました。大豆の生産、牛の放牧、違法伐採が森林破壊の

最大の原因です。森林破壊は残念ながら近年、ボルソナ

ロ前大統領の下で増大しました。同氏の4年にわたる在職

期間（2019～22年）中に、ブラジルは45,000km2 の熱帯雨

林を失いましたが、これはそれ以前の4年間と比べて60％

の増加と驚異的な数値になっています（図表1）。この傾

向が続く場合、アマゾンはやがて森林が干上がりサバン

ナと化する、極めて重要な「立ち枯れ」状況に達しかね

ません。この場合、生物多様性および気候変動への影響

は広範囲に及ぶでしょう。 

 

しかし、ルラ・ダ・シルバ（ルラとして知られる）氏の

ブラジル大統領再選（通算で3期目）が、同国の著しい森

林破壊と生物多様性の喪失を再び逆転させる力になりえ

るという望みがあります。  

 

ブラジル：ルラ3.0 – 気候
および生物多様性にとって
朗報か 
ルラ氏の勝利がブラジルの環境に意味すること 

 

マクロ経済リサーチ 
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図表1：衛星画像経由で測定されたブラジルの森林破壊

（単位：平方キロメートル）   

 
出所：Instituto Nacional de Pesquisas Espaciais（INPE） 

左翼リーダーのルラ氏は、アマゾンを保全し前大統領の

政策の一部を撤回することを公約していたため、同氏の

勝利は世界中の気候活動家により安堵をもって迎えられ

ました。ルラ氏の以前2期の大統領在職期間（2003～10年）

中には森林破壊が急激に減り、保護地区の数が増加しま

した。しかし様々に異なる政治的・経済的背景の中で、

ルラ大統領がその公約を果たせるかどうかは現時点では

わかりません。以前とは異なり、同国の分裂した国会で

左翼政党は過半数をもちません。さらに経済が減速を続

ける状況は、土地の開墾に対する誘因となります。  

 

ボルソナロ前大統領の破壊力 
 
ボルソナロ氏は2018年に大統領に立候補した当初から、

環境政策を経済開発への障害とみなしていることを表明

し、環境省を排除すると公約しました。国民の反発によ

り公約の実行には至りませんでしたが、その権力を弱め

るための措置を導入しました。ボルソナロ氏はたとえば、

森林破壊や山火事の増加にもかかわらず、環境省の予算

を大幅にカットすることで環境法を強化する能力を奪い、

アマゾンの保全を軍部に外注しました。この結果、環境

法違反に科される罰金の数が著しく減少しました（図表

2）。 

 

環境保護団体の現地連合である Observatório do Clima によ

れば、ボルソナロ氏は国会を迂回するために大統領令を

用いて、環境規制の一括撤廃も推し進めました。連邦政

府は2020年、環境に関して600件近くの規制変更を承認し

ています。これらには疑わしい木材輸出、海外の気候上

問題がある地域における石油探査の許可の試み、環境保

護庁の軍将校との癒着、保護地域での零細採掘や小規模

採鉱の合法化といった活動統制の緩和を含みました。当

然のように2021年、ブラジルの温室効果ガス排出量は

2005年以来最高値に達しました。 
 

図表2：環境法違反に対する消極的な対応 （IBAMA が科

した環境罰金数） 

 
出所：Instituto Brasileiro do Meio Ambiente e dos Recursos Naturais 

Renováveis（IBAMA） 

ボルソナロ氏は国際的なレベルでも、環境外交における

ブラジルのリーダーシップを弱体化させました。氏は就

任するや否やアマゾン基金の運営委員会を排除し、その

活動を事実上凍結してしまいました。国際機関や諸国政

府からアマゾンの保全資金としての寄付金を得る目的で、

10億ドル基金が2008年に創設されていました。同様に、

外務省が国際連合との連携で活動していた気候変動部門

を排除した一方、政府は画期的なパリ気候協定からブラ

ジルを離脱させると脅かしました。 

 

新たなスタート - よりグリーンな未来？ 
 
ルラ大統領は就任演説で「ブラジルは気候危機との闘い

におけるリーダーの役割を再開する心構えができていま

す」と断言しました。左翼のリーダーは就任後わずか2～

3日でアマゾン基金の凍結解除、ボルソナロ氏の小規模採

掘令の撤回、国家環境会議に対する新たな指針の作成な

ど、全面的な変更を実施しました。  
 

ルラ氏は3期目の公約として、2030年までにアマゾンの森

林破壊ネットゼロの達成を掲げています。同様に、電力

供給網における温室効果ガスの排出ゼロの達成も約束し

ました。ブラジルは歴史的に、水力発電に大きく頼って

きましたが、エネルギー生成におけるその比率は時の経

過と共に減少してきました。同氏はたとえば、国有石油

会社 ペトロブラスに対して、低炭素エネルギー開発によ

り積極的なアプローチを取るよう求めています。ルラ氏

はまた、ブラジルが諸国の組織と協力し、環境保全に向

けた資金調達への取り組みを再開すると発表しました。

しかしながら現時点では、政府はまだ鉱業に関する具体

的な計画を打ち立てていません。 

 

ルラ大統領はさらに、環境相にマリナ・シルバ氏を再指

名し、これによりルラ氏の環境計画に対する信用度が上

昇しました。シルバ氏は以前の大臣としての任期中、数
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十に上る新たな保護地区の設立を監督し、高度な衛星監

視を用い、環境犯罪に対処することで、森林破壊と闘う

包括的計画を開発しました。 

 

今後の障害 
 

環境に対するルラ氏の計画が国際機関や外国政府から称

賛される反面、国内の現実はこれとは非常に異なります。

行政府が環境政策を実施するには議会の承認を必要とし、

困難が予想されます。ブラジルの分裂した立法府では、

中道右派の政党が過半数を握り、多数の議員が強力なア

グリビジネスのロビーに同調しています。ルラ氏はかつ

ての絶大な人気を誇るわけではなく、時の経過とともに、

氏の政策は国民の抵抗に遭う可能性もあります。 

 

同国の減速する経済もまた、ルラ政権の環境計画に番狂

わせをきたす可能性があります。GDP成長率は昨年の

2.9％から、2023年には1.0％に減速すると予想されていま

す。政府は経済破綻を避けるために、環境上の懸念より

も経済成長を優先させるかもしれません。結局のところ、

ブラジル経済では農業と牛の放牧がまだ中枢的な役割を

担っています（図表3）。同国は大豆と牛肉の世界最大の

輸出国であり、国家財政がすでに圧力下にある状態では、

環境保全の政策の監視・施行における著しい拡大の資金

繰りを図るのは困難となるでしょう。 

 

図表3：アマゾンの輸出品目構成（％）   

 

 
出所：The Observatory of Economic Complexity（OEC）、2020年のデータ 

グリーンか成長か 
 
2030年までに森林破壊ネットゼロを目指すルラ大統領の

計画は意欲的過ぎるように思えるかもしれませんが、オ

クスフォード大学の最近の調査では、ルラ政権が違法行

為の抑制に関する公約を守り通した場合、今後10年間で

森林破壊が89％減少する可能性もあると示唆しています。

森林破壊の大きな削減は、ブラジルの炭素排出量および

世界レベルでの気候変動に大きな影響を与えるでしょう。

ブラジルは世界の温室効果ガス排出量の3％に責任があり、

これは世界第6位の規模です。「温室効果ガス排出量・除

去量推定システム」によると、森林破壊がブラジルの年

間炭素排出量のほぼ半分を占めています。さらには、森

林破壊の削減は生物多様性の強化に向けた重要な一歩と

して、幅広い植物・動物種（そのうちの多くが地球上の

他地域に見られません）にとって重要な棲息地の保全を

助けることになるでしょう。   
 

図表4：森林の喪失、気候関連のコスト （部門別温室効

果ガス排出量、単位：ギガトン）  

 
土地利用の変更および林業（青）、畜産（オレンジ）、エネルギー

（紫）、工業プロセス（ピンク）、廃棄物（緑） 出所：The 

Greenhouse Gas Emission and Removal Estimating System（SEEG） 
 

より厳格な環境規制や保護措置の導入は必然的に、環境

に有害な慣行に頼る産業の利益の減少や、企業が新たな

規制を遵守するための出費の増加などの経済的コストを

生み、場合によってはこれらの産業で関連した雇用の喪

失により悪化する可能性もあります。一方で、観光業の

増大、公衆衛生の改善、環境にやさしい製品が新規市場

に参入する能力など、環境の保護から生まれる長期的な

経済的メリットがあるでしょう。ブラジルはまた、保全

に貢献するために、海外からの資金（海外直接投資の新

たな形）を引き続き調達できます。ルラ大統領の環境政

策が、国際舞台でブラジルのイメージおよび評判に良い

影響を与える可能性があることも、考慮する価値があり

ます。 

 

次の段階 
 
ルラ氏の勝利は、ボルソナロ政権下で気候保護対策が劣

化し、著しい環境破損につながった4年間を経た後の、ブ

ラジル環境政策の転換点となりそうです。森林破壊ネッ

トゼロを達成し、発電からガス排出量を排除するための

取り組みは、アマゾンに多大な影響をもたらし、その結

果、気候変動との世界的な闘いと生物多様性の保全に貢

献するでしょう。 
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ただしブラジルの経済・政治的現実が、これらの目標を

達成する上での主な脅威となっています。ルラ大統領は

ブラジル社会が政治的に深く二極化した時代に、右寄り

の議会と協調しなければなりません。シルバ氏が国民の

間で信頼を得ていることは政府にとっての助け舟ですが、

ルラ大統領は自らのアジェンダを強行する目的で同氏に

頼り過ぎるべきではありません。同様に、ルラ大統領は

環境政策と経済成長とのバランスを取るという複雑な課

題に直面するでしょう。ブラジルは環境にやさしい政策

の導入を約束してきましたが、同国の経済は環境の劣化

に貢献する産業に重くのしかかっています。ブラジル経

済が減速していることは、双方の目標を満たすソリュー

ション模索の難しさを助長するばかりです。 

 

より投資可能な未来？ 
 

より長期的な観点では、ブラジル経済のコモディティお

よび資源部門における持続可能性の向上が、同国がこれ

らの産業に頼っている度合いゆえに、国際的投資の水準

を引き上げる可能性もあります。  

 

ブラジルの環境サステナビリティおよびクリーンエネル

ギーに対する潜在性は総合的に、活気のある民主主義お

よび報道の自由と組み合わせると、環境、社会、ガバナ

ンス（ESG）にやさしい機会を求める投資家にとって、魅

力的な投資先となる可能性もあります。しかしながらル

ラ政権の動向については、ブラジルのESG政策に関して不

透明になりえる規制の枠組みに、投資家は細心の注意を

払う必要があるでしょう。 
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